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「分析化学」編集委員会では，「分析化学」誌に掲載さ
れた論文の中から，独創性があり，実用的にも優れた分
析技術や測定機器，並びに科学技術や産業の発展に貢献
すると認められる論文の著者全員に，編集委員長名で
「分析化学」産業技術論文賞を授与することにしていま
す．本年度は多くの優れた論文の中から受賞論文とし
て，上記の論文が選定されましたので，お知らせいたし
ます．

【選定理由】
地熱発電は二酸化炭素の排出量が少なくかつ天候や時
間帯に発電量が左右されないベースロード電源として貴
重な電力源である．世界の中でも，米国・インドネシ
ア・日本は地熱の資源に恵まれた三か国として知られて
いる．しかし，日本での地熱発電量は世界第 10位と，
十分に資源が生かされてない．地熱発電を拡充するため
の施策が進められているが，環境アセスメントが発電施
設建設の入り口となる．これまでは 1時間大気を吸収
液に通して捕集した硫化水素を実験室に持ち帰って比色
分析を行っていた．本論文は，現場で連続分析を行いリ
モートでデータを得る分析装置の開発に関するもので，
これまでに比べると分析にかかるコストを大幅に低減す
るとともに，得られるデータの質と量を格段に向上し
た．
大気中の硫化水素の検出には定電位電解型の電気化学
センサが用いられている．従来の電気化学センサは
ppmオーダーを対象にしていたが，ベースラインと応
答シグナルを交互に得る機構や二酸化硫黄による妨害を
受けない仕組みを組み入れ 0.01 ppm（10 ppb）程度の
定量下限を得ることに成功した．開発した測定器につい
て 3台の試験機を用い，測定値の再現性，検出限界，検
量線の直線性など詳細に性能評価がなされている．低消
費電力化もはかり，山奥での連続測定も可能にした．本
測定器は通常の装置のような実験室ではなく，屋外で用
いられる．したがってより過酷な条件での使用が想定さ

れる．現場での使用を想定して温度影響や湿度影響につ
いても性能評価がなされており，冬の北海道・東北や夏
の九州などでも，実際の使用に耐えうる性能を持つこと
が示されている．最後に，現場における手分析の公定法
との同時分析結果が示されている．手間のかかる公定法
の分析を数多くこなしてデータを蓄積し，本装置の性能
や信頼性を示している．このように，本論文は地熱発電
の拡充に必須な環境アセスメントを進めるうえで有効な
分析装置の開発とその性能評価についてまとめている．
この一年，硫化水素に関するニュースが多くみられた
が，本装置は地熱発電だけでなく様々な用途で用いられ
ることが期待される．
以上の理由により，本論文を 2025年「分析化学」産

業技術論文賞受賞論文に値するものと認め，選定した．
 ［「分析化学」産業技術論文賞選考委員会］

【代表著者のコメント】
この度は「分析化学」産業技術論文賞に選定いただ
き，誠にありがとうございます．編集委員会の先生方を
はじめとする関係各位に対し，著者一同，厚く御礼申し
上げます．地熱発電の環境アセスメントにかかわる者と
して，測定器の開発に携わる株式会社ガステック，硫化
水素濃度面分布のシミュレーションを担った電力中央研
究所，分析装置の評価を実施した熊本大学とともに
NEDOプロジェクトの成果をこのようにまとめること
ができました．これからも開発した測定器の普及や実地
での分析を通して地熱発電の拡充に貢献していきたいと
思います．
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